第２回DAISY編集者連絡会での福井哲也氏の講演（2003年11月22日）
　　　「アイディアバトル！　ＤＡＩＳＹ図書をもっと面白く」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井　哲也

・２年前に行われたこの連絡会の第１回の時参加した時は、まだ全盲者が自分でDAISY編集出来る

　ものがなかった。昨年８月プレクストーク・ポータブルレコーダ（PTR1）が発売され、2002年は

　全盲者にとっては「DAISY編集元年」と言える。

・持っているカセットの本をDAISY化したり、講演会で録音したものや録りためた落語のカセット

　をDAISY化したり、いろいろと使っている。DAISYは決して本を作るだけのものでなく、もっと

　もっと広い用途がある。

・1998年にDAISY図書が作られ始めた頃は暗中模索だったと思うが、５年経ってみて、各地のグ

　ループや図書館などで制作されるDAISY図書は編集面でもうまくなってきた。

・編集者も時には、他人が作ったDAISY図書を再生機を使って音だけで聞いてみてはどうか。 

　「DAISY図書凡例はわかりやすいか」「ちゃんとページが飛んで出てくるか」など、そういう経験を

　してみると面白いのでは。

・今日話すことは個人的な思いで、決して標準でもなんでもない。検討材料の一つにしていただけれ

　ばと思う。

１）音質のこと

・デジタル録音の魅力はまず良い音質。これは、元が良い音質であることが前提。

・点字図書館などでは、過去に作ったカセット図書をDAISY化する作業が進められているが、昔の録音は音質がよくないし、転写を嫌って低めに録音したテープはヒスノイズが相対的に大きい。昔に作ったテープは、引き続き利用価値がある物は順次再録音するくらいの気持ちでいかないと仕方ないかなと思う。

・最近録音された物でも（特にテープ雑誌）音質のあまり良くない物がある。

作る過程で分担録音して、編集・配布のためにダビングを重ねるため音が劣化する。録音雑誌はデジタルで編集してマスターまで作ってから、テープを作るというのが理想。

・ノイズを除去するソフトウェアは一見有効だが結構危ない面もある。ノイズリダクションといって、ザーッという裏のノイズを低くする方法があるが、あまり強くかけすぎると、裏のノイズが波打っていたりして変になるとか、音質自体が不自然になることがある。

・ゲート（言葉と言葉の合間になると、音の大きさを１回全部ゼロにし、次の言葉が始まるとまた戻る）もあるが、基本的にゲートを使わない方がいいのでは。ゲートをかけた音をヘッドホンで静かな部屋で聞いていると生理的に気持ち悪くなる。

２）小説の編集

・小説は連続的に聞くので検索機能やセクション・グループ・ページは不要との声があるが、伏線の部分に戻ったり、登場人物が多い小説の途中で紹介ページに飛んだり、読後感動した場面をもう一回聞こうということもある。小説であっても、本文の中に話の展開に応じたなんらかの区切りは必要。グループやセクションは、最初から最後まで聞く人にも邪魔にならず、使いたい人には便利なので積極的に取り入れてほしい。

・題名や数字がついた見出しのかたまり（章・節）はセクションで。題名も数字もつかず、行あけで区切られている場合は、グループを使うのが自然。

・本一冊全体を通じて行あけ以外に区切りがないものを、ひとつのセクションにするのは不自然。行あけ部分をセクションの区切りと考えた方がいいのではないか。

・詩の引用で前後の行空けや引用部分と本文を明確に分けるための行空けなど、話の節目以外の行空　

　　けには普通グループはつけない。

・墨字の原本で、ページのいちばん最後に行空けがきている場合見落としやすい。これは音訳の段階できちんと「間」を空ける。

・セクションやグループはどのくらいのインタバルであるといいかと考えると、操作面では10分以　

　内になんらかの区切りがあってほしい。ただ、墨字の本がそう都合良くできていないので、あくま　

　でもひとつの目安。（10分というのもあくまで目安で数字に囚われないで欲しい）

３)キー操作説明は機種ごとの違いに留意

キー操作の説明をDAISY図書の中に織り込む場合

　例：｢＃キー・見出しキーで次の項目に飛び、＊キー・見出しキーで前の項目に戻ります｣（グ

　　　ループ移動の説明）

こういう配慮は有効だが、これは従来型のプレクストークでの操作なので注意。

PTR1・ビクターは違うし、LpPlayerというソフトは、グループで飛ぶ機能がない。初心者はプレクストークを使うことが多いので、説明の最初に「プレクストークでは」というふうに入れればいいのではないか。

ただ、時代とともに機種は変わるので、長期に使う本については避けたい。

雑誌などにはこういう配慮は寧ろ有効。

４）DAISY図書凡例をもっとわかりやすく

　斬新な提案を３つ。
　①分かりきったことは言わない
　　　例：「この本の階層は３レベルです。レベル１は書名、凡例、目次、はじめに、本文の各章、お

　　　　　わりに、付録、著者略歴、原本奥付です。レベル２は本文の中見出しです。レベル３は本文

　　　　　の小見出しです。」　
　　アンダーラインを引いたところは本当に必要か。書名がレベル１にない本は絶対にありえない。そ

　　れ以外のものも、たいていレベル１に置くもの。ばっさりカットしてはどうか。DAISY図書凡例

　　は目次の役を果たす必要はない。

　　　　　⇒　「この本の本文は、各章がレベル１、中見出しがレベル２、小見出しがレベル３になっ

　　　　　　　　ています」　　

　②編集者だけに通じる専門用語はできるだけ避ける　

　　特に気になるのがグループチェック、ページチェックという言葉　

　　　　例：「グループチェックをしています」「グループ化を行っています」　　

　　　　　　⇒　「グループで区切っています」

　③本の中身を聞かなければ分からないことを、説明抜きでいきなり持ち出さない。また、本の中の限

　　られた部分にだけ関係するようなことは、その部分で説明する

　　　　例：ある国語辞典に関する評論の本

　　「本書の階層は２レベルです。レベル１は章にあたる大見出しです。『４版にはあって５版で

　　消えたコーナー』および『５版で新しく出てきた言葉コーナー』の見出し語を行ごとにレベ

　　ル２　にしております。また『ＳＭ嬢の部屋』の数字見出しと付録の各文をレベル２にして

　　います。」

　　「○○コーナー」は独立した章なのか、各章のコーナーか？　（原本は独立した章）

　　「行ごとにレベル２に」の「行ごとに」というのは？

　　⇒　本の冒頭：「本書の階層レベルは基本的に１レベルです。一部レベル２を使っていると　

ころがありますけれど、それについてはそれぞれの部分で説明します」

　　　　 ⇒　『４版にはあって５版で消えたコーナー』を開くと、音訳者注で、「ここでは、辞典の見

　　　　　出し語をアイウエオ順に紹介しています。各見出し語をグループで区切り、ア行カ行サ行を

　　　　　レベル２の見出しにしています」

　　※説明の順序を「グループ」を先に言って「レベル２」を後にしたが、順序はいつも固定したも

　　　のとしないで、どちらが分かりやすいかを基準に考えて欲しい。

５）見出しの番号付けや音訳の順序などの工夫（一般的な事例ではないが）

　　　　例：料理の本の目次「基本の道具 ５ページ」

　　　　　５ページに飛ぶと、「これとまったく同じでなくてもありあわせの道具でまずトライ　基本

　　　　　の道具」（墨字は「基本の道具」と大きく書いてある上に小さめの字で「これと･･･」と書い

　　　　　てある）　　

　　　　　　⇒　目次に掲げてある見出しを先に読んだ方がよいのでは。

　　　　例：目次「カレーまん 16ページ」

　　　　　16ページでは「手軽なカレーでまずトライ　カレーまん　まんじゅう１」（墨字は、大きく

　　　　　「カレーまん」とあり、小さい添え書きが「手軽な･･･」。　欄外に「まんじゅう１」　目次

　　　　　ではこの番号が書かれていない）

　　　　　　⇒　まんじゅう番号を目次に音訳の処理でふってしまって、「１番カレーまん、２番○○」

　　　　　　　　として、本文の方でもその順にしたらいいのでは。

６）１枚のＣＤに墨字図書２冊以上をまとめる方法

　　ＣＤを入れ替えると、その度に立ち上がるのに時間がかかる。１枚にまとまっていたら、しかも

　マルチタイトルでなく１タイトルにまとまっていたら、移動しやすい。
　※何でも1枚にというわけではない。例えばシリーズ物や全集物はグループではあるが、それぞれ

　　独立性がある。これは一冊ずつ１枚がよい。（例：シャーロック・ホームズのシリーズ）

　複数の物を一つのＣＤにまとめる方法

　　①１枚のＣＤにマルチタイトルで入れる

　　　ひとつの内容が墨字２冊以上に分かれているような場合（例：小説の上巻下巻）

　　　これは普通の方法。DAISYはこういう方法を前提に設計されている。

　　②１個のタイトルにまとめる

　　　辞書的あるいはカタログ的な本、教科書や参考書など あちこち検索しながらめくりながら読み

　　　たい本で、墨字で２冊以上になるもの。（例：音楽の名曲を解説している本で、作曲者のアイウ

　　　エオ順で上巻中下巻という構成）　
　　　メリット：マルチタイトルに比べてさらに中での移動が容易になる。

　　　デメリット：ページの処理は面倒。

　1冊のDAISY図書のなかに１ページを２箇所で作ることはできないので　例えば上巻は1001　

　　　ページ～1300ページ、下巻は2001ページ～2300ページというようなワザが必要になり、中で

　　　参照ページや索引があると、全部音訳を読み替えねばならない。検索をどれくらいしながら読む

　　　ものかとの兼ね合いだが、ひとつの選択肢だと思う。

　点字図書館関係の人にマルチタイトルCDの話をすると、利用者は幅広いのであんまり複雑なこと

をしない方がいいと反応が消極的だが、DAISYというのは凄く奥も深いけれども、幅の広い間口も

広いシステムだと思うので、決してマイナスにはならないと思う。また、図書館は墨字図書とＣＤ図

書は１対１の関係にしておきたいらしい。これは目録管理などの管理上の問題であるが、目録とか管

理は本の使い勝手という本質的な問題とはちょっとずれるのではないか。

　タイトルの「アイディアバトル」。つまり既存の今までやっているやり方から一歩踏み出して、編集

される方も音訳される方も、勿論聞く者もアイディアを出し合って闘わせる。ひとつにまとめる必要は全然ない。違う作り方をしていても、上手な凡例と注の入れ方ですーっとその本の編集の中に入っていって上手く使える、これがベストだと思う。決して統一する必要はない。面白い物をどんどん皆さんもトライしていただけると有り難いなと思っている。

＜質疑応答＞

Ｑ：目次で検索した時に目次の言葉で出てこないというお話だが、「カレーまん」というタイトルを先　

　　に読むべきで、読み方が間違っている。それはタイトルの読み方であって、目次で何ページとあっ

　　たからそこを検索しても、実は原本はその項目から、一番最初から始まっているわけではなくて、

　　前の章が５行くらいだったりする。そうするといきなりそのタイトルは出てこない、そのことは？

福井：本にもよるがそれは仕方がないだろうと。手法としてページチェックの位置をずらしてしまうと

　　いう方法もあるが、原本ページを確認するという時に障害になるのでやらない方がいい。もうひと

　　つの理由は目次にとられている項目が１ページに２つ以上ある場合には、ページチェックをずらす

　　方法さえできなくなる。そういう意味でこれはもう放っておこう。利用者としては、ページで飛ぶ

　　と、出てこないとなったら、最低の階層レベルでとりあえず動いてみることで 対応はそんなに難

　　しくない。ただ、本によってはページ付け自体を墨字から離れてやってみるという工夫もある。

Ｑ：図表で、まだその図表に関連した本文が出てこないうちに、ページの都合で先に図表が出てきて、　

　　後でそれに関する本文が出てくる場合がる。テープの時は本文で出てきたところに入れる。DAISY

　　になるとわざわざそれを動かして、まだないところで図表を入れたりしなければならない場合も出

　　てくるけれども、それも不便でしょうね。

福井：それはやめた方がいい。それはやはりテープの時と同じで本文の一番適切な場所で図表を入れる。　

　　そうすると図表でのページ確認は違うページが表示されるが、そっちをあきらめる。その代わり音　

　　訳上、図表番号にタイトルの後に「原本何ページ」と録音しておいて切り抜ける。

Ｑ：１個のタイトルにまとめる提案があったのが、著作権の許諾を得た場合にそういう処理というのは

　　許されるのか。例えばお料理の本なら、こういうふうに編集したら利用者に分かりやすいのにと、　

　　原本をいじりたい場合がある。そういう時に著作権との関わりというのはどういうふうに解釈した

　　らよろしいでしょうか。

福井：マルチタイトルＣＤでなく、１個のタイトルにまとめることについてですね。

　　まず、著作権法の中で謳われている「同一性保持権」という難しいことがある。元の本と内容を

　　変えず複製しなさいということがあるわけだが、それと同時にその媒体固有の特性でしかたがない

　　部分は、そこまで「同一性保持」ということは著作権法上も求めていないと解釈していいと思う。

　　そうしなければ、墨字を音声に変えるということはできない。「同一性保持」にあまり変に囚われ

　　てしまうといい音訳図書はできない。いい音訳図書にするためには、やはり音声という特性を意識

　　したいい編集が不可欠だと思う。そういう意味でこれは「同一性保持」の範囲内で大いにやればい

　　いことであって、例えば１個のタイトルにまとめるというのは、データのファイル構成の問題。墨

　　字でも何故上下巻に分かれているかといえば、重たすぎて扱いにくいからという場合もあると思う

　　ので、問題ないと思う。

